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【近著紹介】
澤崎久和著『白居易詩研究』研文出版本書は第一部「白居易詩表現論考」と第二部「宋詩自注所引の白
居易関係資料」とから成る。その中心は、白居易の詩の特色を主として詩表現の観点から考察した第一部にある。左に第一部に収める十五篇の論考の題目を挙げる。
一、白居易の日常生活二、白居易詩「飽食」考―白居易の詩における身体と精神三、白居易の「贈物詩」について 
（以上、Ⅰ「日常生活と詩」 ）
一、白居易の詩における 自問 について二、白居易の写真 をめぐって三、白居易と絵画四、白居易詩における比較表現五、偶作詩の成立と ―「偶作」 「偶成 「偶題」六、 「招客」 詩― 詩の表現七、 「同宿」の ― 詩の表現八、白居易の詩における〈故郷〉九、白居易「心泰身寧是歸處 可獨在長安」につい　　　　　　　　　　　　　　　
（以上、Ⅱ「白居易詩の表現」 ）
一、 『麗情集』所収 長恨歌伝」について二、 『文苑英華』所収『麗情集』 「長恨歌伝」 本文について三、白居易と仙遊寺―「長恨歌」成立 舞台と背景 
（以上、Ⅲ「 「長恨歌」と「長恨歌伝」 」 ）
Ⅰ「日常生活と詩」は、 白居易の詩に詠われる起居・飲食・身体・
交際・贈答・愛玩等を取り上げ、その詩の背後に日常生活の中の喜びや楽しみを不断に追求しようとする精神の存在を指摘する。
Ⅱ「白居易詩の表現」は、 「自問」 「写真」 「猶勝」 「偶作」 「招客」
「同宿」 「故郷」等、白居易が好んで使用する詩表現を発掘し、そこに認められる特徴的な思考 感情が白居易の詩にど ような特色をもたらしたかを究明する。
Ⅲ「 「長恨歌」と「長恨歌伝」 」は、従来議論のある『麗情集』所
収陳鴻「長恨歌伝」について、文体上の特色や「長恨歌」の摂取状況から、 『白氏文集』所収「長恨歌伝」より後出のもの 結論する。
いずれの論考も、白居易の詩に特徴的に使用される表現を具体的
に発掘・指摘することを出発点とし、方法とする。発掘した表現幾つかはもとより先行研究 啓 を得て るが、 「自問」 飽食」 「招客」 「同宿」など、従来ほ んど注目されることのなかったものも少なくない。これらが近年の白居易研究にど ほど新た も を提供できたかに いては、読者の方々のご批判 待ちたいと思う。
第二部は、白詩研究には宋代における白居易理解が不可欠という
立場から、宋詩自注に含ま る白居易詩文の引用の実態を調査検討する。宋代における白居易受容の解明は今後の大きな課題である。
巻末にやや詳しい索引（ 文・人名・書名等）を附す。本書の書評は、 『白居易研究年報』第十四号（中尾健一郎氏） 、 『集
刊東洋学』第百十一号（成田靜香氏） 、 『新しい漢字漢文教育』第五十八号（下定雅弘氏）に掲載される。併せ お読みいただき い。
なお、本書は平成二十四年度科学研究補助金（研究成果公開促進
費）の交付を受けている。Ａ５判、六七四頁、二〇一三年二月発 。
